
給水装置（メーター器より家側の給水パイプ及び機器など）についての漏水調査・修繕工事はお客様の
ご負担となります。そのため漏水調査・修繕工事は、お客様から水道業者に直接依頼していただくこと
になります。
※水道業者の連絡先につきましては、施設管理課（0947-23-2143）におたずねください。

漏水の修繕をされた場合、水道料金の減額制度があります。ただし、漏水の内容によっては、減額でき
ない場合があります。詳しくは田川広域水道企業団料金センターへお問い合わせください。
料金センターTEL：0947‐23‐2171
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～水道管の凍結や破裂を予防しよう！～

田川広域水道企業団　〒825-8501 福岡県田川市中央町１番１号　TEL.0947-23-2147 ／ FAX.0947-23-2148
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● 発泡スチロール製の保温材や布切れなど
をぬれないようにビニール袋に詰めて、
メーターボックスの中に入れましょう。

● むき出しの水道管や外蛇口
は保温材を巻き、その上か
らビニールなどで防水します。

● 難しい場合は、タオルで巻い
て保温する対策がお勧めです。
タオルで巻くだけでも、外気
が遮断されるので、保温する
ことができます。

● 蛇口を開放状態にしてタオルなどをか
ぶせて、その上からゆっくりぬるま湯
を繰り返しかけて溶かします。

● 防寒水栓柱の外ぶたと保温用の発泡ス
チロールをはずし、立ち上がり管に直接
ぬるま湯を繰り返しかけて溶かします。

● メーターボックス内の止水栓を閉め、
水を止めます。

● 修理を田川広域水道企業団指定の
給水装置工事事業者に依頼します
（費用はお客さま負担です）。
● 公営住宅、マンションなどの中高
層ビルにお住まいの人は、水道が
凍結や故障した場合には、建物を
管理されている人に連絡してくだ
さい。

主に屋外の蛇口、水道メーター、給湯器
の水道管が凍りやすくなります。凍結防止
のため、早めの保温対策を心掛けましょう。

水道管を凍らせたままにしておくと、管の破裂
につながることがあります。放置せず少しでも早
く凍った部分を溶かしましょう。

タオル

メーターボックス内の保温

水道管の保温

立ち上がり管が凍った
ときは…？

蛇口が凍ったときは…？

今からできる!
凍結防止対策

もし凍結して
しまったら…？

水道管が破裂して
しまったら…

※凍結の恐れがなくなったら取り除いてください
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◎漏水が発生した時の問い合わせ

水道メーターは、計量法で有効期限が8年と定められています。田川広域水道企業団では随時水道メーターの交換を行います。
屋外での作業ですのでお留守でも交換を実施させていただくことをご了承ください。メーター交換終了後は完了通知を
投函させていただきます。
また、交換に掛かる費用は田川広域水道企業団負担で、お客様に請求することはありません。ただし、自己メーターに
ついては管理者で交換をお願いします。ご理解とご協力をお願いします。

◎メーター交換についてのお知らせ

↑指定給水装置
工事事業者リストは
こちらから

発行

熱湯を直接かけると
破損する場合があります。注意

◎漏水減額について
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水道利用の開始（開栓）・中止（閉栓）の手続きが
インターネットでできるようになりました。電話番号  0947-23-2171

（田川広域水道企業団料金センター）

営業時間  8：30～17：00
〔福智町・糸田町に関しては17：15まで営業しています〕

詳しくはホームページをご覧ください。
検索

支払い忘れを防ぐためにも、口座振替をおすすめします！
※対応金融機関は納付書でご確認ください。口座振替日は検針した翌月の25日です。

田川広域水道企業団

料金センターおよび料金窓口では料金のお支払い、水道開閉栓の受付、
その他水道料金についてのご相談の業務を行っております。

令和4年度  水道事業会計
※金額は端数処理し、万単位にしています

（税抜）

決 算
水を作り、届けるための収支 水道施設を整備するための収支
長期前受金戻入等※
５億6,995万円

人件費
2億9,208万円

企業債支払利息
7,785万円

維持管理費
15億8,260万円
（委託料、修繕費、動力費など）

減価償却費
11億9,912万円

当年度純損失
1億6,336万円

水道料金
24億1,834万円

収入
37億
1,454万円

支出
42億
7,027万円

企業債
13億6,000万円

出資金
11億5,420万円

国庫補助金
12億0,034万円

収支不足額
5億5,573万円

企業債償還元金等
4億3,293万円

建設改良費
38億3,734万円

資金残高

収益的収入 （税込）資本的収入

企業団が保有している、預金現金

期首残高（R4.4.1）

資金増額

期末残高（R5.3.31）

37億3,872万円
3億9,737万円
41億3,609万円

土日祝日は休みです。

　令和４年度については、1月に寒波が到来し、一部の家屋等で漏水が生じ
たものの、年間を通して大きな災害もなく、水道水を安定して供給すること
ができました。収益的収支は、純損失を計上しましたが、補助金等の収入に
より資金残高は前年度に対して3億9,737万2,821円の増額となっており、
健全な事業運営が行えました。また、水道の広域化の取組として新浄水場の
建設工事及び老朽管の更新工事等を行っています。
　今後も安全で安心できる水道水を安定的に供給し続けることができる様、
水道事業運営に取り組んでまいります。 

インボイス制度への対応について
　令和5年10月1日から、消費税の複数税率に対応した仕入税額控除の方式として、
適格請求書等保存方式（インボイス制度）が開始されました。

詳しくは
ホームページを
ご覧ください

適格請求書（インボイス）発行事業者登録番号
田川広域水道企業団　T3-0000-2040-9481

収支不足は、減価償却費などの
現金支出を伴わない損益勘定
留保資等で補てんしました。

※長期前受金戻入：
　償却資産を習得する
際に交付された国庫
補助金等を、減価償
却に伴い収益化する
もの

収入
29億
8,829万円

支出
31億
5,165万円 




